
　

今
年
度
50
ク
ラ
ブ
中
、
女

性
会
長
９
名
・
女
性
部
会
長

（
会
長
外
で
選
任
）
が
会
長
会

区
老
連
だ
よ
り

区
老
連
だ
よ
り

北
区
老
連

東
灘
区
老
連

湖
南
三
山
紅
葉
め
ぐ
り

北
区
老
連
恒
例「
新
春
座
談
会
」開
催

　

11
月
22
日
（
火
）
の
日
帰

り
バ
ス
旅
行
は
、
7
月
の
桃

狩
り
旅
行
の
バ
ス
６
台

207
名

を
上
回
る

253
名
が
参
加
。
前

回
の
昼
食
・
観
光
や
ト
イ
レ

の
混
雑
を
緩
和
す
る
た
め
、

２
班
に
分
け
30
分
の
時
間
差

を
設
け
て
実
施
。

　

当
日
は
絶
好
の
行
楽
日
和

と
な
り
、
前
後
の
日
が
雨
天

予
測
だ
け
に
幸
運
に
皆
が
拍

手
！

　

目
的
地
の
湖
南
三
山
は

２
０
０
４
年
に
石
部
町
・
甲

西
町
が
合
併
し
て
、
湖
南
市

で
席
を
占
め
、
雰
囲
気
が
一

変
し
た
感
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
状
況
を
会
員
さ
ん
に
お
伝

え
で
き
れ
ば
と
、
例
年
と
趣

向
を
変
え
“
女
性
会
長
大
い

に
語
る
〟
の
タ
イ
ト
ル
で
企

画
し
「
新
春
座
談
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
北
区
老
連

久
保
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、

今
年
度
就
任
さ
れ
た
北
区
役

所
金
本
区
長
・
北
神
区
役
所

柏
木
担
当
区
長
か
ら
は
、
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
が
地
域
の
中
で

活
躍
す
る
こ
と
が
地
域
の
活

性
化
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で

応
援
し
ま
す
と
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
会
員
歴
・
会
長

歴
・
会
長
就
任
時
の
自
身
お

よ
び
会
の
状
況
・
活
動
の
中

で
の
「
喜
怒
哀
楽
」
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
・
今
後
の
抱
負
な
ど

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

北
区
老
連
副
会
長
で
総
務

部
の
吉
田
部
長
が
皆
さ
ん
の

宇治「平等院にて」

昼食風景

活発な意見交換も

座談会メンバーの皆さん

紅葉とお寺

が
誕
生
し
た
時
、
観
光
の
目

玉
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
と

の
こ
と
。

　

知
名
度
は
低
い
が
、
創
建

は
奈
良
時
代
に
遡
る
天
台
宗

の
名
刹
。
善
水
寺
、
長
壽
寺
、

常
楽
寺
の
い
ず
れ
も
が
、
多

く
の
国
宝
と
な
っ
て
お
り
、
由

緒
あ
る
寺
院
で
人
気
急
上
昇
。

緊
張
を
ほ
ぐ
す
ト
ッ
プ
バ
ッ

タ
ー
…
続
い
て
座
席
の
時
計

回
り
順
に
３
分
間
ス
ピ
ー

チ
。
新
人
の
１
年
生
か
ら

ベ
テ
ラ
ン
８
年
生
？
ま
で
、

ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
お
話
し
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。“
人

生
悲
喜
こ
も
ご
も
〟
会
長
と

し
て
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
の

は
共
通
で
、
皆
さ
ん
の
発
言

に
う
な
ず
い
た
り
笑
っ
た
り

会
場
は
終
始
和
や
か
な
雰
囲

気
で
進
行
し
ま
し
た
。
父
親

が
立
ち
上
げ
た
老
人
ク
ラ
ブ

が
解
散
の
危
機
に
な
り
、
会

長
を
引
き
受
け
た
君
影
友
の

会
会
長
。
ま
た
、
前
会
長
の

突
然
の
死
去
で
、
お
葬
式
の

日
に
ま
ち
づ
く
り
支
援
課
に

会
長
変
更
届
を
提
出
し
た
、

　

観
光
途
中
の
昼
食
場
所

は
、「
信
楽
陶
苑
た
ぬ
き
村
」

で
大
き
な
狸
が
お
出
迎
え
。

多
く
の
観
光
客
で
、
接
客
も

大
わ
ら
わ
の
様
子
。
お
土
産

コ
ー
ナ
ー
に
は
さ
す
が
に
陶

器
類
が
多
い
。
お
昼
は
バ
タ

バ
タ
し
た
が
、
そ
れ
が
帳
消

し
に
な
る
程
の
紅
葉
の
見
事

さ
に
皆
は
感
動
。

　

紅
葉
の
赤
や
黄
色
の
変

化
の
有
る
色
合
い
と
足
元
の

真
っ
赤
な
満
天
星
（
ど
う
だ

ん
つ
つ
じ
）、
背
景
の
緑
や

紺
の
木
々
と
の
対
比
も
面
白

い
。
参
道
の
落
ち
葉
も
色
と

り
ど
り
で
落
ち
葉
拾
い
も
楽

し
む
。
寺
院
も
そ
れ
ぞ
れ
特

色
が
あ
り
、
多
く
の
国
宝
・

重
要
文
化
財
が
間
近
に
見
ら

れ
、
親
し
み
を
感
じ
る
。
住

職
の
軽
妙
な
話
し
や
国
宝
な

ら
で
は
の
修
理
費
用
の
問
題

（
檀
家
も
な
く
、
国
費
負
担

不
足
を
拝
観
料
で
）
を
考
え

さ
せ
ら
れ
た
。
常
楽
寺
の
三

重
塔
と
紅
葉
は
絶
好
の
撮
影

ポ
イ
ン
ト
で
夢
中
に
な
る
。

　

途
中
の
大
津
Ｓ
Ａ
で
の
買

い
物
も
考
慮
し
、
３
時
半
頃

に
帰
路
に
向
か
う
。

　

天
候
も
紅
葉
も
事
故
な
く

最
高
の
旅
で
あ
っ
た
。
次
回

の
三
社
参
り
に
期
待
。

北
鈴
若
葉
会
の
浜
田
会
長
の

発
言
は
胸
に
迫
り
、
彼
女
の

決
断
に
大
き
な
拍
手
を
送
り

ま
し
た
。
ハ
ン
デ
ィ
は
特
に

女
性
だ
か
ら
と
い
う
だ
け
で

な
く
、
生
ま
れ
た
時
か
ら
男

性
女
性
関
係
な
く
違
っ
た
形

で
背
負
っ
て
克
服
し
な
が
ら

今
に
至
っ
て
い
る
も
の
と
思

い
ま
す
。
今
老
人
ク
ラ
ブ
で

は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
活
動
の

自
粛
や
会
長
不
在
で
解
散
の

危
機
を
抱
え
る
問
題
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
座
談
会
が
一
つ

の
解
決
の
カ
ギ
に
な
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
出
席
さ
れ
た
皆
さ

ん
が
令
和
５
年
も
健
康
に
ご

活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

長
田
区
老
連

秋
の
日
帰
り
旅
行（
京
都・滋
賀
）

　

令
和
４
年
10
月
25
日

（
火
）、
総
勢
77
名
が
２
台
の

バ
ス
に
分
乗
し
、
少
し
肌
寒

い
が
澄
み
切
っ
た
絶
好
の
旅

行
日
和
の
青
空
の
下
、
最
初

の
目
的
地
で
あ
る
京
都
の
平

等
院
へ
と
向
か
っ
た
。
10
円

硬
貨
に
載
っ
て
い
て
、
世
界

文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い

る
「
古
都
京
都
の
文
化
財
」

平
等
院
は
、
阿
字
池
の
静

寂
の
中
に
、
威
厳
を
持
っ
て

建
っ
て
い
て
深
い
感
銘
を
受

け
た
。
コ
ロ
ナ
禍
も
小
康
状

態
が
続
い
て
い
て
も
や
は
り

京
都
、
修
学
旅
行
生
が
多
く

見
受
け
ら
れ
た
。
そ
の
後
、

宇
治
茶
で
有
名
な
お
茶
の
名

店
が
並
ぶ
宇
治
の
街
中
を
抜

け
、
滋
賀
県
大
津
市
へ
。
石

山
寺
の
門
前
へ
今
日
の
昼
食

会
場
の
洗
心
寮
に
到
着
。
店

の
眼
前
を
流
れ
る
瀬
田
川

は
、
全
国
有
数
の
し
じ
み
の

産
地
。
し
じ
み
を
炊
き
込
ん

だ
「
し
じ
み
ご
飯
」
は
絶
品
。

湯
葉
、
酢
味
噌
で
味
わ
う
鯉

の
あ
ら
い
、
若
鳥
の
寄
せ
鍋

等
ど
れ
も
こ
れ
も
美
味
し
く

頂
き
完
食
。
そ
の
後
、
皆
さ

ま
店
内
で
近
江
の
お
土
産
品

を
物
色
。

　

次
に
、「
び
わ
湖
大
津
館

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ガ
ー
デ

ン
」
を
訪
問
。
２
０
１
５
年

に
完
成
し
た
こ
の
庭
に
は
バ

ラ
を
中
心
と
し
て
、
ラ
ベ
ン

ダ
ー
や
ハ
ー
ブ
類
が

300
種
、

３
︐０
０
０
株
で
構
成
さ
れ

て
い
る
。
バ
ラ
も
最
盛
期
に

は
ま
だ
早
い
の
か
咲
い
て
い

る
花
が
少
な
く
残
念
な
気
が

し
た
が
、
湖
畔
の
庭
園
で
湖

面
を
ヨ
ッ
ト
が
滑
る
よ
う
に

走
っ
て
い
る
の
を
見
る
の
も

風
情
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、

最
後
の
立
ち
寄
り
先
の
井
筒

八
つ
橋
本
舗
に
て
皆
さ
ま
京

都
名
産
の
八
つ
橋
を
買
い
求

め
、
定
刻
の
午
後
５
時
半
前

に
無
事
長
田
に
帰
着
。

　

今
回
の
秋
の
旅
行
は
天
候

に
恵
ま
れ
、
交
通
の
混
雑
に

も
遭
わ
ず
、
皆
さ
ま
と
次
回

で
の
再
会
を
念
じ
て
の
散
開

と
な
っ
た
。
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